
マイナンバーカードの取得及び健康保険証利用申込の促進並びに業界団体・個社の取

組の好事例の情報提供について 

 
この度、デジタル庁・総務省自治行政局住民制度課・厚生労働省保険局医療介護連携政策課か

ら、健康保険証利用の本格運用をはじめ、マイナンバーカードのメリットが下記の様にさらに拡大す

ることから、マイナンバーカードの更なる積極的な取得、利活用の促進及び健康保険証利用申込の

促進の呼びかけがありました。 
全市連会員各位におかれましては、カード取得等の促進にご協力をお願いいたします。 

  
１． マイナンバーカードのメリット拡大について 

1. 健康保険証として使えます 
令和３年 10 月 20 日から本格運用を開始したマイナンバーカードの健康保険証利用（オンライ

ン資格確認）は、本人が同意をすると、医療機関・薬局において薬剤情報や特定健診情報等が閲

覧可能となり、職員等にとってより良い医療を受けられることにつながります。 
また、健保組合等の医療保険に係る事務のコスト縮減が期待できます。 

   なお、健康保険証利用ができる医療機関等は厚生労働省 HP※1で公開しております。 
※１「マイナンバーカードの健康保険証利用対応の医療機関・薬局についてのお知らせ」    

（https://www.mhlw.go.jp/stf/index_16743.html） 
                              

2. 薬剤情報や特定健診情報等がマイナポータルで確認できます 
令和３年 10 月 21 日から、マイナポータル※2で、自分の薬剤情報や特定健診情報等※3の閲

覧が可能となり、自身の健康管理に役立てることが可能となりました。 
また、11 月からは、医療費通知情報も閲覧でき、医療費控除の申告手続が簡素化されます。 

   ※２ マイナポータル「マイナンバーカードの健康保険証利用」(https://myna.go.jp/) 
※３ 薬剤情報は令和３年９月に診療したものから３年分、特定健診情報は令和２年度以降 

 に実施したものから５年分（直近５回分）の情報が閲覧できるようになります。 
                        

3. 新型コロナワクチンの接種証明書（電子版）が取得できるようになります。（年内開始予定） 
新型コロナワクチンの接種証明書（電子版）について、スマートフォン上で専用アプリから申

請・取得し、表示可能となる予定です。 
接種証明書（電子版）の申請には、マイナンバーカードが必要となります。 
 

【参考パンフレット等】 

・農林漁業者に対するマイナンバーカードの取得促進の取組について  
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・マイナンバーカードの取得及び健康保険証利用の申込促進等に関する各種パンフレット（令和

11 月）メリット一覧チラシ等４種類 
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・「マイナンバーカードが健康保険証として利用できます！」 
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